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	①　フォローアップの主体については
	②　フォローアップの進め方については
	○　「フォローアップのあり方」ＰＴは、参与会議におけるフォローアップの実施について、調整・整理を行う。
	○　参与会議の下に設置された各専門ＰＴは、担当する事項についてフォローアップを実施し、その結果を参与会議に報告する。
	○　フォローアップは、次年度の事業計画や施策の展開を支援するために行うほか、海洋基本計画に掲げる種々施策の実施状況を定期的に確認し、その実施状況を評価するため、随時実施することができる。
	○　具体的なフォローアップに関する議論は、当面、工程表に基づいて行うこととし、海洋本部事務局は１２の施策について進捗状況などを取り纏め、特に個別専門ＰＴで取り扱わない事項についてフォローアップを実施、あるいはフォローアップのための資料作成を行い参与会議に報告する。
	○　海洋基本計画の主要施策については毎年あるいは随時フォローアップを行うこととし、他方、必要に応じて海洋基本計画全般について中間評価を取りまとめることとする。

